
「狭くて通行しにくい」と改善が求められている、南千住７丁目～８丁
目を結ぶ区道（国道４号～くすりの福太郎前～ＪＲ常磐線高架～汐入）の

歩道が少しずつ変わっています。
これまでソメイヨシノとともに
ツツジをセットで植え込んできましたが、ツ
ツジの植栽を撤去し舗装してガードレールを
設置。撤去したツツジは、区内の別の場所に
植え替えているそうです。

福太郎前～ＪＲ常磐線高
架までソメイヨシノが並び、

満開の桜並木が見事だったのですが、
老朽化で倒木の危険もあり、ここ数年
で伐採がすすんでいます。十数年後に
は街路樹も植栽もない道路になってし
まうのでしょうか。通行の安全確保の
歩道幅員（※）の基準とともに、緑と

ふくいん

自然も確保する
知恵だしが求め
られています。

「国道４号～リバーパーク汐入北交差点」
までの740ｍは、都市計画道路「補助189号

線」として幅員20ｍ・歩道５ｍと無
電柱化の計画がありますが、沿道の
ＵＲやマンションとメトロ検車区な
どのセットバックも必要など課題も多く、
着手に至っていません。
今後の拡幅整備への地域のみなさんの
意見をいただきながら、緑の確保と安全
な通行空間の整備に力をつくしたい。
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区議団控え室（荒川区役所内）
☎ 3802-4627
FAX 3806-9246
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まちづくり・
くらしの情報を

とどけます

※以前は歩道幅２
ｍのなかで植栽や
街路樹の整備が可
能でしたが、バリ
アフリー化促進の
ため現在は「有効
幅員２ｍ以上」を
確保することが義
務付けられました

↑ツツジがなくなってガー

ドレールが並び、やや広く

なった

以前は植え込みが

続いていました →

mailto:arajcp@tcn-catv.ne.jp


2025年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

50歳以上

65歳
（定期接種）

70・75・80・85・
90・95・100歳

101歳以上

生ワクチン 不活性化ワクチン

回数 １回 ２回

予防効果 50～60％ 90～95％

持続期間 ５～８年程度 ９年以上

特徴
1回で済む
料金が安い

予防効果が高い
免疫低下でも接種可

自己負担 4,000円 11,000円（×2回）

※生活保護世帯等は免除

ご要望やご相談などは随時ご連絡ください。事務所での定例法律相談は

毎月第２木曜18時から。平日の午後に法律事務所（北千住）でも可能です。

お名前と電話番号等を下記の留守番電話に録音して下さい。

相馬ゆうこ事務所 南千住５-１-６・２階 ☎３８０７-４１９２
ヨ イ ク ニ

区の帯状疱疹ワクチン助成は、「50歳以上」を対象に2023年度から開始しましたが、
たいじょうほうしん

４月からの「定期接種」化にともなって助成内容が段階的に縮小に。
定期接種の対象となる「65歳

を迎える方」は、これまで通り
費用の半分程度が助成されます。

また、2029年度までの５年間は「70・75・80・85・
90・95・100歳になる方」も助成の対象です。「1
01歳以上の方」「50歳以上で上記に当てはまらな
い方」は、今年度まで対象となります（下図）。

対象の方は、６月中旬以降に予診票が届
きます。ワクチンは「生ワクチン」「不活
性化ワクチン」の２種類があり、自己負担
額はそれぞれ4,000円・11,000円（通常費用
の半分程度）です。どちらを選ぶかは、か
かりつけの医療機関でご相談下さい。

2023年度は2,716人の方が区の
助成を利用しましたが、対象人

口（50歳以上）の約３％にとどまっています。
助成があっても、費用負担を考えると躊躇され

ちゅうちょ

る方が少なくないようです。
足立、葛飾、渋谷、港区

など、定期接種対象者の費
用を無料にする区もあります。また、荒川区は
定期接種対象外の方への助成を今年度限りで終了する予定ですが、引き続き継続する

区もあるなど、各区で対応が分かれているようです。物価高騰の中で4,
000円は決して軽い負担ではありません。希望する方が費用の心配なく
接種できるよう、助成額の引き上げや任意接種の助成継続など、区民
の健康をまもる区の支援を求めます。

※帯状疱疹とは…

発症すると、赤い斑点と水ぶくれが

帯状に生じて痛みを伴い、症状が収まっ

ても痛みが続くことも。多くが水ぼう

そうのウイルスが原因で、50歳代から

発症率が高くなり、80歳までに約３人

に１人が発症するといわれています
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スタッフの研修費用が高い

医療機器にかかる費用が高い

病床の不足

スタッフが確保できない

麻酔科医が確保できない

夜間・休日の人員不足

【無痛分娩をふやすための課題】

東京都は今年10月から、無痛分娩にかかる費用助成を開始します。助成額は最大10
万円、申請方法などはこれからお知らせします。

【問合せ】東京都無痛分娩費用助成コールセ

ンター☎0120-620-620（平日９～17時）

無痛分娩は、出産の痛みを軽減し産
後の体力回復が早いなどのメリットと
ともに一定のリスクもあり、安全な管
理が必要です。都内の無痛分娩取り扱

いは109か所で、助成対象施設は現在53か所のみ。荒川区内ではリバーサイド病院（８
丁目）とあらかわレディースクリニック（町屋）の２か所。

フランスでは
無痛分娩が８割

などヨーロッパでは一般化していますが、日本では2018年5.2％
→23年11.6％、東京都でも約28％と約３割程度に。実際、無痛
分娩を希望しても「予約が取れない」「近くに施設がない」状況です。

安全に無痛分娩を行
うには専門の麻酔科医

が不可欠ですが、不足しています。分娩を
取り扱う医療機関へ都の調査では、回答の
あった133施設のうち20施設が麻酔科医
「０人」、「３人以下」も20施設です。
希望者への無痛分娩を提供するための課題
として「スタッフや麻酔科医の人員不足」との回答が多く寄せられました。

フランスでは少子化対策もあり出産は無
料です。東京都による無痛分娩への10万円

の助成があっても収まらない場合も多いうえ、取り扱い医療機関が
不足していては希望はかないません。安心して出産できる環境整備

が日本はやはり遅れているのではないでしょうか。経済的支援と医療体制の整備が国・
都に求められています。区としても、できることから始めたい。

ご意見いただきまし
た。「区内小学校に防

災キャップ配布、と区の発行物で見ましたが、新入学の説明会で防災頭巾を用意するよう
アナウンスが…防災キャップがあれば防災頭巾は不要では？」
区の今年度予算で「区内小学校へ防災キャップ配布」が盛り込まれまし

たが、実際に配布するのは秋頃になるようです。新１年生はわざわざ新し
い防災頭巾を用意しなければならず、それなら来年度の始めからでも良かっ
たのではという声も…。配布後の防災頭巾の活用も考えたい。



○ 「保育園入園の調整指数ですが、兄弟同時申し込みは他区

は基本指数で加算対象ですが、荒川区は同一指数の際の優先順位のみで、兄弟同時入園が叶

わない場合もあります。検討していただけないでしょうか…」ご意見いただいてます。要検

討に。〇「ペースメーカー手術をして５年ほど経ち90歳に、半年ごとの検査や日々

の生活の大変さも。今年の判定でタクシー券は出ないかもと区の窓口で…」適切

な等級判定は必要ですが、実態に立って暮らしを支援してほしい。

４月11日、つくばエクスプレスを運行する首都圏新都市鉄道(株)
が国交省に運賃改定を申請。来年３月からＪＲ東日本の運賃値上
げが予定されていますが、さらにつくばエクスプレス（ＴＸ）も
値上げです。

ＪＲ東日本は全エリア値上げとし、初乗りは150円→160円に。
さらに国鉄時代から低い運賃設定にしてきた「山手線内」と「電

車特定区間」を廃止し、その他の「幹線」に
統合。都内は「電車特定区間」のため値上げ
幅が大きくなります。

一方、つくばエクスプレスは初乗り170円→180円に。普通運賃
と 通 勤

定期は値上げですが、「子育
て世代の負担軽減のため」と
して小児のＩＣ料金は据え置
き・通学定期は値下げし、沿

線の子育て世代
の定着を図ると
しています。
ＪＲ東日本は、運輸収益だけでも1.4兆円と好調なのにＪＲ発足（19
87年）以来初の大幅値上げが必要なのでしょうか。2023年の東京メト

ロの基本運賃値上げにつづき、ＪＲ、ＴＸ、さくらバスも値上げで、物価高騰のなか
区民のくらしは限界です。中小企業の賃金、高齢者の年金の引き上げが待ったなし。

初乗りは10円、それ以外は20～30円程度値上げで

す。例えば、ＪＲ常磐線の南千住～上野間は167円→

199円（IC利用）に。今は日比谷線178円より安いで

すが、今後は常磐線の方が高くなります。


